





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図1カ ヤ(ス スキ)。 「五月五 日の節句 の時 には フ ツ(ヨ
モギ)と カヤの大 きい とを切 って きて、 カヤニ本 とフッー
本 の三本を あわせ てカヤの葉 っぽで しばって、それ をカヤ
の屋根の軒 にさしこみお った。 ク リの木 を割 って屋根 をふ
いた ソギ屋根 にはぬか らんか ら、屋根 の上 にほ うりなげお
ったです よ」。椎葉 クニ子 『おぽあ さんの植物図 鑑』、葦書























































































































































































































































































図2宮 崎県西米 良村米 良神社 のシ メナ ワ。元禄 一 六年五






















































































































図3ス スキ とチガ ヤ。熊 本 県湯 前付 近 の アゼ。 ス ス キ
(芒)と チ ガヤ(茅)は 隣接 して生 えて いる ことが多 い。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図5チ ガヤ 平 凡社 『世
界 大百科 事典』17巻 一593
頁 。
図6白 茅(チ ガヤ)明
李時珍 『本 草綱 目』附図。
図7地 筋 菅茅 明、李 時
珍 『本草綱 目』附 図。
図8芒(ス ス キ)明 、



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図9河 南省 南陽市諸葛廬(後 人重建)。 厂三 顧 臣於草廬 之
中(諸 葛 孔明、出 師表)」 で著名 な草廬 を復元 した もの。
中国民 間美術全 集(3)起居 編、民居 巻、華一書局 、1993年 、
193頁 。中国の文献 には茅屋 は数多 くみ えるが、現在 、漢
民族 の居住 区域 でそれが残 され ている ところは ほ とん どな
いよ うだ。
図10雲 南 徳宏 県、徳昂 族住房。 前掲、 中国民 間 美術全
集(3)302頁 。 「茅草作 屋頂」 とされ るが、正 確 な植物 名 は
不明。少数民族地域 には草葺 きの屋根 が多い。
韆
図11青 井阿蘇神社(熊 本 県人吉)の 門。大 同元年(806
年)築 。 カヤ葺 きのため、鬼 瓦はないが屋根 の下 に石膏の
鬼面 が八面 あ り、八方 に向 いてい る。 これ によって邪気や
邪 鬼をは ら うので あろ う。神 社は神を祀 るところだが、そ
こに悪霊が入 り込む ことをおそれた。そ のため魔 除 けにか
かわ るものが多 い。門 の下 にはシ メナ ワと弓矢 を もった武


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図12茅 の輪 くぐ り。鹿児 島 県、 ナ
ゴ ッサ ァ(夏 越祭)、 旧暦六 月晦 日に
神社 の神輿 を海に運 び、浜辺で茅 の輪
を く ぐる。 佐々木哲哉 ほか、『九 州 の
民間信仰 』、明玄書房、337～8頁 。






















































































































































































































































































































































































































































































































































図15戸 口の飾 り。 マ ンゴーの葉 ・花 な どを、右 ないの シメ縄 に さ して新築 の家 の戸 口 に厄除 け としてつ るす。萩











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図16い ろいろなチマキ。チ マキは竹筒 に米 →角黍(黍 を角 の形 に菰で まいたもの)→ もち米 の チマキへ と変遷 。形
も種 々に変化す るが角黍 ・菱角 のよ うに、尖 った形が悪霊 を避 け ると考 え られた ようだ。巻いた り包 んだ りする こと
は、悪霊 が中に入 らな いため、 あるいは悪 霊 を中に封 じ込 める とい う意味 をもつ。 それを食べて しま うこ とは悪霊 を
完全 に消滅 させ ることになる。
①清代 の粽(『 清俗紀 聞』)(平 凡社、世界大百科事典20、1972年 、175頁)
② ちま き(寺 島良安 『和漢三才 図会 』)
③④鳥取 のち まき(民 俗学研究所 『年中行 事図説』、岩崎書店、1953年 、146頁)
⑤長崎 のち まき(同 上)
⑥長野 のち まき(同 上)
⑦三重 のち まき(市 販の もの。砂糖 ・米粉 ・小麦粉 ・澱粉 ・酵素 ・天然笹葉 、筆 者撮 影)
⑧西双版納 、 タイ族のチ マキ(萩 原秀三郎 『雲南』、佼成出版社、1983年)
⑨滋賀 の飾 りチマキ(1997年 、筆者撮影)
⑩京都 の飾 りチマキ(1996年 、筆者撮影)
⑪長野 の笹 まき(前 掲 『年 中行事 図説』)
⑫新潟 の笹 まき(同 上)
⑬東京 の柏餅(同 上)
⑭宮崎 のあ くまき(『 九州の衣 と食』、明玄書房、1974年)
167
は
「陰
陽
争
い
死
生
分
か
る
」
と
陰
陽
の
語
で
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
周
処
の
『風
土
記
』
に
は
、
謂
い
て
角
黍
と
為
す
。
人
、
並
び
に
新
竹
を
以
て
筒
椶
を
為
る
。
棟
(
3
)
の
葉
を
(頭
に
)
挿
し
、
五
綵
を
臂
に
繋
く
。
謂
い
て
長
命
縷
と
為
す
。
こ
こ
で
は
竹
筒
に
入
れ
る
。
チ
マ
キ
の
も
っ
と
も
初
期
の
形
態
で
あ
ろ
オ
ウ
チ
　
セ
ン
ダ
ン
う
。
こ
こ
は
楝
の
葉
を
、
人
の
頭
に
挿
す
と
す
る
の
か
、
竹
筒
に
挿
す
の
か
で
解
釈
が
異
な
る
。
楝
を
頭
に
挿
す
こ
と
は
『荊
楚
歳
時
記
』
(
34
)
佚
文
に
「楝
の
葉
を
頭
に
挿
す
」
と
み
え
る
。
し
か
し
、
呉
均
『続
斉
(
35
)
諧
記
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
汨
羅
に
身
を
投
じ
て
自
殺
し
た
屈
原
を
祭
る
た
め
に
、
「竹
筒
に
米
を
貯
え
、
水
に
投
じ
之
れ
を
祭
る
」
こ
と
を
し
て
い
た
。
あ
る
と
き
屈
原
の
霊
が
あ
ら
わ
れ
、
蛟
龍
に
盗
ま
れ
る
の
で
「練
(楝
P
)
樹
の
葉
を
以
て
其
の
上
を
塞
ぎ
、
五
綵
糸
を
以
て
之
れ
を
約
さ
ば
、
此
の
二
物
、
蛟
龍
の
憚
る
所
な
り
」
と
述
べ
た
。
そ
の
た
め
「今
人
、
五
日
に
椶
子
を
作
り
、
五
色
の
糸
及
び
楝
の
葉
を
帯
ぶ
」
と
さ
れ
る
。
(36
)
(37
V
米
は
精
と
し
て
、
『楚
辞
』
「離
騒
」
や
『山
海
経
』
南
山
経
に
み
え
る
。
神
を
祭
る
の
に
用
い
ら
れ
、
精
米
だ
と
さ
れ
る
。
米
は
現
在
で
も
道
教
の
儀
式
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
『
楚
辞
』
や
『山
海
経
』
に
み
え
る
も
の
も
生
米
で
あ
ろ
う
。
『続
斉
諧
記
』
の
記
述
も
、
屈
原
の
霊
に
供
え
る
た
め
、
生
米
を
竹
筒
に
(
38
)
入
れ
て
川
に
沈
め
た
と
こ
ろ
、
竹
筒
に
封
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
米
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
、
蛟
龍
に
横
取
り
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
楝
の
葉
で
蓋
を
し
、
さ
ら
に
蓋
が
取
れ
な
い
よ
う
に
五
色
の
糸
で
(
39
)
縛
り
あ
げ
た
、
と
解
さ
れ
る
。
(
40
)
(
41
)
『斉
民
要
術
』
椶
糧
法
第
八
十
三
に
ひ
く
、
『風
土
記
』
の
注
は
「俗
、
(
42
)
ま
こ
も
し
よ
ま
い
つ
つ
此
の
二
節
に
先
ん
ず
る
こ
と
一
日
、
菰
の
葉
を
以
て
黍
米
を
裹
み
淳
濃
の
灰
汁
を
以
て
之
れ
を
煮
、
爛
熟
せ
し
め
、
五
月
五
日
、
夏
至
に
於
て
之
れ
く
ら
を
啖
う
。
黏
黍
一
名
、
椶
、
一
に
曰
く
、
角
黍
と
。
蓋
し
陰
陽
尚
お
相
い
裹
み
未
だ
分
散
せ
ざ
る
の
時
の
象
に
取
る
な
り
」
と
い
う
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
竹
筒
で
は
な
く
、
菰
の
葉
で
包
む
こ
と
。
も
ち
こ
め
も
ち
き
び
糯
で
は
な
く
黍
を
使
っ
て
い
る
こ
と
。
な
お
黍
米
の
「米
」
は
「殻
を
と
っ
た
実
」
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ぽ
で
、
日
本
で
い
う
「稲
の
米
」
の
こ
と
で
は
な
い
。
黍
は
「
穀
の
美
な
る
も
の
(『管
子
』
軽
重
己
)」
と
さ
れ
、
き
び
だ
ん
ご
(
34
)
冬
至
の
日
に
作
ら
れ
た
黍
樵
は
、
北
方
の
神
と
祖
先
神
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
後
世
も
、
チ
マ
キ
を
「角
黍
」
と
よ
ぶ
が
、
こ
れ
は
本
来
、
糯
で
は
な
く
黍
を
使
っ
て
い
た
こ
と
の
名
残
で
あ
ろ
う
。
あ
く
灰
汁
で
煮
る
こ
と
は
、
九
州
の
ア
ク
マ
キ
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
料
理
法
で
あ
る
。
ア
ク
に
は
ア
ル
カ
リ
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
生
糯
を
浸
け
る
と
(
4
)
軟
質
に
な
る
。
一
週
間
く
ら
い
は
保
存
で
き
る
と
い
う
。
チ
マ
キ
は
五
月
五
日
(端
午
)
ま
た
は
夏
至
に
食
す
。
端
午
と
夏
至
の
行
事
は
夏
の
行
事
と
い
う
こ
と
で
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
椶
と
い
う
文
字
の
右
側
は
「凶
懼
の
人
が
疾
走
し
て
い
る
さ
ま
と
さ
れ
、
(45
)
凶
の
部
分
が
鬼
頭
の
形
に
な
っ
て
い
る
字
形
も
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
本
来
、
凶
悪
な
鬼
神
と
関
連
す
る
文
字
で
あ
る
。
な
お
「粽
」
は
「椶
」
の
俗
字
。
音
通
で
あ
ろ
う
。
168
〈茅〉について
「角
黍
」
は
角
の
形
で
あ
る
。
『本
草
綱
目
』
で
は
「煮
て
尖
角
と
成
し
、
シ
ユ
ロ
椶
(棕
)
櫚
の
葉
心
の
形
の
如
く
す
。
故
に
椶
と
日
い
、
角
黍
と
日
う
」
と
さ
れ
る
。
椶
は
木
偏
で
椶
は
米
偏
だ
が
、
そ
の
意
味
は
共
通
す
る
と
い
シ
ユ
ロ
う
考
え
方
で
あ
る
。
椶
(棕
)
櫚
の
葉
心
の
形
は
と
ん
が
っ
て
お
り
角
の
チ
マ
キ
形
に
似
る
た
め
に
角
黍
と
よ
ぶ
と
い
う
。
椶
(粽
子
)
は
先
端
が
尖
っ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
悪
霊
と
の
関
係
で
推
測
す
る
な
ら
ば
、
角
は
武
器
で
あ
り
、
悪
霊
を
お
す
す
き
ど
す
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
柳
田
国
男
は
、
神
が
薄
の
(46
)
葉
で
眼
を
突
い
た
の
で
粽
を
つ
く
ら
な
い
と
い
う
美
濃
の
例
を
紹
介
す
る
。
こ
こ
は
神
で
は
あ
る
が
、
尖
端
で
眼
を
突
く
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
に
よ
れ
ば
薄
の
葉
で
粽
を
包
む
こ
と
に
な
る
が
、
粽
に
薄
の
葉
を
用
い
る
例
は
他
に
は
み
え
な
い
よ
う
だ
。
後
世
、
各
面
が
正
三
角
形
に
ち
か
い
四
角
錐
の
形
の
も
の
が
多
く
な
る
。
日
本
で
は
「多
く
三
角
形
に
つ
く
ら
れ
る
の
は
、
み
た
ま
と
の
関
係
を
示
(
47
)
す
よ
う
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
示
さ
れ
な
い
。
な
お
中
国
つ
の
で
も
角
形
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
物
が
つ
く
ら
れ
る
。
三
角
形
の
も
の
は
最
も
普
遍
的
で
あ
る
。
ち
「
モ
チ
ゴ
メ
や
葛
粉
な
ど
で
つ
く
り
、
笹
や
茅
な
ど
の
葉
で
巻
い
た
ダ
ソ
ゴ
の
一
種
。
茅
の
葉
で
巻
く
の
で
チ
マ
キ
と
い
い
、
そ
れ
に
対
し
て
笹
の
葉
で
巻
く
を
サ
サ
マ
キ
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
区
別
な
く
マ
キ
と
い
う
名
(
48
)
で
も
よ
ん
で
い
る
」。
こ
の
記
述
は
要
す
る
に
「
ま
く
」
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
と
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
「糯
米
や
葛
粉
な
ど
を
、
熊
笹
・
菖
蒲
・
茅
・
竹
な
ど
の
葉
で
包
み
、
そ
の
上
を
糸
・
藁
・
菅
な
ど
で
巻
き
、
蒸
し
た
り
煮
た
り
し
て
つ
く
(
49
)
っ
た
食
物
」
と
さ
れ
る
。
菖
蒲
は
端
午
に
使
わ
れ
る
よ
く
知
ら
れ
た
魔
除
け
の
植
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
使
う
の
は
興
味
深
い
。
(
50
)
現
代
の
中
国
の
も
の
は
、
笹
、
ハ
ス
、
ア
シ
の
葉
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「団
子
粽
の
な
か
に
は
、
そ
の
年
に
で
き
た
蓬
を
必
ず
入
れ
な
け
(
51
)
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
、
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
あ
り
、
蓬
を
中
に
い
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
蓬
も
ま
た
魔
除
け
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
「長
崎
県
の
五
島
で
は
、
盆
の
一
五
日
に
、
カ
ラ
マ
ク
ラ
と
い
っ
て
、
柏
の
葉
で
包
ん
だ
団
子
二
つ
ず
つ
を
結
び
あ
わ
せ
た
も
の
を
精
霊
様
に
供
え
て
い
る
。
ま
た
沖
縄
で
は
鬼
餅
と
い
う
一
種
の
粽
を
、
一
二
月
八
日
に
食
べ
て
い
る
。
…
…
粽
と
い
う
変
っ
た
形
の
食
物
は
、
も
と
も
と
先
(
52
)
祖
の
ミ
タ
マ
祭
と
関
係
の
あ
る
食
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
祖
先
祭
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
し
祖
先
に
さ
さ
げ
る
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
つ
つ
ん
だ
り
、
ま
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
悪
霊
に
よ
こ
ど
り
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
。
チ
マ
キ
や
柏
餅
は
葉
の
香
り
が
す
る
が
、
香
り
に
よ
っ
て
悪
霊
よ
け
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
「椶
は
龍
の
形
に
巻
い
た
。
…
…
ち
ま
き
の
形
が
蛇
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
食
べ
る
と
毒
虫
の
難
を
避
け
、
ま
た
毒
虫
を
殺
す
こ
と
も
で
き
る
と
い
っ
た
。
…
…
安
倍
晴
明
は
、
ち
ま
き
は
悪
鬼
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ね
ぢ
切
っ
て
食
べ
れ
ば
鬼
神
を
降
伏
さ
せ
る
(53
)
こ
と
に
な
る
と
説
明
し
て
い
る
」。
毒
虫
の
「虫
」
は
本
来
、
蛇
の
形
を
(
54
)
あ
ら
わ
し
、
悪
鬼
は
蛇
の
姿
を
と
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
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同
様
の
考
え
は
『改
正
月
令
博
物
筌
』
五
月
、
柏
餅
の
項
の
「粽
は
蛇
の
形
に
表
す
。
こ
れ
を
食
す
れ
ば
彼
を
降
伏
す
る
心
に
て
、
夏
の
中
わ
ざ
(5
)
わ
ひ
な
き
事
を
表
し
て
、
祝
す
な
る
べ
し
」
に
も
み
え
る
。
菱
草
で
包
む
の
は
『続
漢
書
』
「礼
儀
志
」
の
儺
の
注
に
似
る
。
そ
こ
で
は
神
荼
が
悪
鬼
を
縛
り
あ
げ
る
シ
メ
ナ
ワ
と
し
て
葦
菱
を
使
用
し
て
い
た
。
「
五
月
は
不
祥
月
で
あ
る
と
人
々
が
忌
み
、
邪
気
を
払
う
の
に
薬
草
を
五
く
す
だ
ま
色
の
ち
ま
き
で
飾
っ
て
薬
玉
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
日
の
祝
物
の
(
56
)
薬
玉
の
起
源
も
こ
こ
に
あ
る
」
。
こ
こ
に
も
邪
気
ば
ら
い
と
し
て
の
「
ち
ま
き
」
が
み
え
る
。
な
お
邪
鬼
と
邪
気
は
鬼
が
本
来
、
死
者
の
霊
魂
で
あ
(57
)
る
と
い
う
点
で
通
じ
あ
う
。
あ
『本
草
綱
目
』
に
も
「
五
月
五
日
、
椶
尖
を
取
り
、
截
瘧
薬
に
和
え
れ
ば
良
し
」
と
薬
効
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
効
用
は
チ
マ
キ
が
角
の
形
に
尖
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
ら
し
い
。
チ
マ
キ
の
角
が
尖
っ
て
い
る
こ
と
は
「粽
つ
の
き
り
(
58
)
を
角
の
ご
と
く
し
、
又
錐
の
ご
と
く
し
、
又
菱
角
の
ご
と
く
し
…
…
」
と
(
59
)
み
え
る
。
な
お
瘧
も
瘧
鬼
と
い
う
悪
霊
が
起
こ
す
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
き
截
瘧
薬
と
い
う
名
称
は
「瘧
を
ひ
き
お
こ
す
悪
鬼
を
截
る
薬
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
チ
マ
キ
は
わ
ざ
わ
ざ
角
の
形
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
後
世
、
チ
マ
キ
の
種
類
が
分
化
し
て
い
く
と
き
も
、
そ
の
意
識
は
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
錐
の
尖
端
や
菱
の
実
の
尖
っ
た
形
に
模
す
の
は
、
そ
れ
で
悪
鬼
を
突
く
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ヒ
イ
ラ
ギ
の
葉
の
ギ
ザ
ギ
ザ
が
悪
鬼
を
退
け
る
の
と
同
様
の
発
想
だ
と
思
わ
れ
る
。
巻
く
こ
と
「盛
岡
・
金
沢
や
京
都
府
北
部
な
ど
で
ち
ま
き
は
〈ま
き
〉
と
よ
ば
れ
、
愛
知
県
知
多
郡
で
は
〈
よ
し
ま
き
〉
と
い
う
。
山
口
県
萩
で
は
端
午
の
節
句
の
ち
ま
き
を
〈
さ
さ
ま
き
〉
と
よ
ん
で
い
る
。
ち
ま
き
は
、
千
巻
で
あ
(
60
)
る
。
多
く
ま
く
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
で
き
た
」
。
こ
こ
で
は
な
ぜ
「多
く
巻
く
」
の
か
と
い
う
説
明
は
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
悪
鬼
を
そ
の
中
に
閉
じ
込
め
て
食
べ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ぽ
説
明
が
つ
く
。
ち
が
や
チ
マ
キ
は
茅
で
巻
く
と
い
う
漢
字
が
あ
て
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
で
本
来
、
チ
ガ
ヤ
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
例
は
さ
が
し
だ
せ
な
か
っ
た
。
ち
が
や
日
本
に
お
い
て
も
諸
書
に
茅
を
使
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
チ
ガ
ヤ
の
葉
は
南
方
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
の
チ
ガ
ヤ
は
チ
マ
キ
を
巻
く
に
は
少
し
小
さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
巻
く
葉
と
し
て
は
、
中
国
で
は
も
と
菰
の
葉
で
、
現
在
で
は
笹
、
ハ
ス
、
ア
シ
の
葉
な
ど
を
つ
か
う
。
日
本
で
は
熊
笹
・
菖
蒲
・
竹
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
●
い
ぐ
さ
(
矼
)
巻
く
も
の
と
し
て
は
藺
(燈
心
草
)
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
矛
の
形
「茅
」
と
い
う
漢
字
の
語
源
は
矛
の
形
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
茅
の
葉
の
(
62
)
形
状
と
さ
れ
る
が
、
芽
吹
い
た
時
の
形
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「角
黍
」
の
形
も
矛
先
に
み
え
る
。
中
国
で
「茅
」
が
魔
除
け
に
使
わ
れ
た
理
由
に
は
、
茅
の
こ
う
い
っ
た
形
状
が
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ヒ
イ
ラ
ギ
や
茨
な
ど
ト
ゲ
の
あ
る
も
の
や
ス
ス
キ
の
よ
う
に
手
の
切
れ
る
も
の
が
魔
除
け
に
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〈茅〉 について
と
が
使
わ
れ
る
こ
と
と
同
様
に
、
尖
っ
た
も
の
で
あ
る
チ
ガ
ヤ
も
悪
霊
を
祓
う
の
に
使
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
茅
巻
き
の
名
称
は
、
矛
先
で
あ
る
チ
ガ
ヤ
の
形
に
ま
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
矛
を
茅
で
巻
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
『日
本
書
紀
』
巻
第
一
は
「…
あ
ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と
ち
ま
き
ほ
こ
あ
ま
の
い
わ
や
と
…
天
鈿
女
命
、
則
ち
手
に
茅
纏
の
稍
を
持
ち
、
天
石
窟
戸
の
前
に
立
た
わ
ざ
お
ぎ
(
63
)
ち
ま
き
し
て
巧
に
俳
優
す
」
と
「茅
纏
の
稍
」
の
話
を
し
る
す
。
こ
れ
は
「茅
を
ま
(
64
)
以
て
纏
き
し
矛
な
り
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
茅
で
ま
く
こ
と
に
よ
っ
て
矛
に
さ
ら
に
呪
力
が
益
す
よ
う
だ
。
チ
マ
キ
に
巻
か
れ
た
キ
ビ
は
神
に
供
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
悪
霊
に
横
取
り
さ
れ
な
い
た
め
に
魔
除
け
の
植
物
で
巻
く
。
こ
う
い
っ
た
お
供
え
は
御
下
が
り
を
人
が
食
べ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
チ
マ
キ
自
体
を
ヘ
ビ
な
ど
の
悪
霊
に
見
立
て
た
場
合
は
、
そ
れ
を
縛
り
上
げ
て
食
べ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
と
な
る
。
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
悪
霊
を
退
治
す
る
と
い
う
考
え
は
、
『続
漢
書
』
「礼
儀
志
」
大
儺
・
『千
金
翼
方
』
禁
経
、
日
本
の
『地
獄
草
紙
』
辟
邪
絵
巻
な
ど
に
み
え
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。
(65
)
チ
マ
キ
は
西
米
良
村
で
も
食
さ
れ
て
い
る
。
チ
マ
キ
に
関
し
て
は
チ
ガ
ヤ
と
は
直
接
、
結
び
つ
か
な
い
も
の
の
チ
ガ
ヤ
の
も
つ
呪
的
な
威
力
の
影
響
を
微
妙
に
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
お
わ
り
に
チ
ガ
ヤ
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
植
物
で
あ
る
。
現
在
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
代
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
利
用
さ
れ
た
。
古
代
の
人
々
は
こ
の
世
界
は
人
と
鬼
(死
者
の
霊
)
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
人
々
が
も
っ
と
も
恐
れ
た
の
は
悪
鬼
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
悪
鬼
の
害
悪
を
禦
ぐ
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
辟
邪
(魔
除
け
)
の
方
法
が
考
え
出
さ
れ
た
。
チ
ガ
ヤ
も
ま
た
典
型
的
な
魔
除
け
の
植
物
で
あ
る
。
矛
の
形
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
屋
根
、
壁
、
敷
物
、
食
べ
物
を
包
む
こ
と
等
に
も
ち
い
て
悪
霊
の
侵
入
を
ふ
せ
ぐ
。
悪
霊
を
包
み
込
ん
で
封
じ
込
め
る
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
い
方
が
あ
る
。
実
用
の
面
か
ら
い
え
ば
、
後
世
、
チ
ガ
ヤ
に
代
わ
り
う
る
も
の
が
数
多
く
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
し
か
し
儀
式
や
祭
礼
な
ど
神
事
に
か
か
わ
る
部
分
で
は
改
変
を
こ
う
む
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
く
、
チ
ガ
ヤ
は
古
来
よ
り
か
わ
ら
ず
に
使
(
6
)
用
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
「茅
は
霊
草
を
謂
う
」
・
「霊
茅
」
と
あ
る
よ
う
に
、
茅
に
不
思
議
な
力
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
儒
教
の
学
者
は
節
倹
の
た
め
に
用
い
る
と
儒
教
的
理
念
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
が
、
本
来
、
辟
邪
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
は
中
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
食
物
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
食
習
慣
や
宗
教
的
儀
式
も
移
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
語
と
中
国
語
は
言
語
体
系
が
異
な
る
が
、
日
本
人
は
漢
字
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
古
代
中
国
語
も
漢
文
と
し
て
解
釈
し
、
そ
の
知
識
は
血
肉
化
さ
れ
て
い
る
。
日
本
と
中
国
の
植
物
相
は
よ
く
似
て
い
る
。
「照
葉
樹
林
帯
と
よ
ば
れ
る
も
の
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
中
国
西
南
部
の
少
数
民
族
の
居
住
地
域
を
へ
て
(
67
)
中
国
の
中
南
部
を
通
過
し
て
日
本
へ
と
及
ん
で
い
る
」
。
茅
が
チ
ガ
ヤ
な
の
か
ス
ス
キ
な
の
か
と
い
っ
た
植
物
の
名
称
の
解
釈
に
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は
、
中
国
・
日
本
と
も
に
多
少
の
振
幅
が
あ
り
、
ズ
レ
が
あ
る
。
し
か
し
日
本
と
中
国
(西
南
の
少
数
民
族
の
居
住
地
域
も
ふ
く
め
て
)
は
基
本
的
に
類
似
の
植
物
相
を
も
ち
、
よ
く
似
た
食
習
慣
の
上
に
た
っ
て
い
る
。
チ
ガ
ヤ
を
め
ぐ
る
習
俗
も
そ
う
い
っ
た
文
化
の
共
通
性
の
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
注(1
)
小
川
環
樹
・
西
田
太
一
郎
・
赤
塚
忠
編
、
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
。
(2
)
諸
橋
轍
次
編
、
大
修
館
書
店
、
一
九
六
〇
年
。
(3
)
増
淵
法
之
、・
東
方
書
店
、
一
九
八
八
年
。
(4
)
牧
野
富
太
郎
、
北
隆
館
、
一
九
八
二
年
、
六
六
五
頁
、
ス
ス
キ
属
。
(5
)
山
田
卓
三
『
野
草
大
百
科
』
、
北
隆
館
、
一
九
九
二
年
、
三
六
一
頁
、
ス
ス
キ
、
芒
。
(6
)
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
3
、
深
津
正
著
〈
か
や
〉
。
(7
)
(
6
)
に
同
じ
。
(8
)
高
橋
秀
男
『
野
草
大
図
鑑
』
、
北
隆
館
、
一
九
九
〇
年
、
五
六
四
頁
、
ス
ス
キ
(
カ
ヤ
)
。
(
9
)
前
掲
『
野
草
大
百
科
』
、
三
六
〇
頁
、
チ
ガ
ヤ
、
白
茅
。
(10
)
椎
葉
ク
ニ
子
、
葦
壷
旦
房
、
一
九
九
五
年
、
三
一
頁
。
(
1
)
白
川
静
『字
統
』
、
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
、
土
、
社
、
参
照
。
(
12
)
『新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
訳
注
篇
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
五
年
、
赤
堀
昭
訳
注
部
分
。
(
13
)
工
藤
元
男
「
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
に
現
れ
た
治
病
・
鬼
神
関
係
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」
、
第
二
回
張
家
山
医
書
研
究
会
配
布
資
料
、
一
九
九
三
年
一
一
月
一
四
日
於
京
大
会
館
、
参
照
。
(
14
)
骨
と
そ
れ
に
よ
り
つ
く
霊
魂
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
尸
解
仙
と
古
代
の
葬
制
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
」
「
中
国
研
究
集
刊
」
昃
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
編
、
一
九
九
三
年
、
参
照
。
(
15
)
唐
、
尹
知
章
の
注
に
「
元
篇
亡
す
。
今
、
司
馬
遷
の
封
禅
書
に
載
す
る
所
の
管
子
の
言
を
以
て
之
れ
を
補
す
」
と
み
え
る
。
(
16
)
南
陽
文
物
研
究
所
編
、
『南
陽
漢
代
画
像
磚
』
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。
(
17
)
中
国
で
出
土
し
て
い
る
人
形
は
一
括
し
て
俑
と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
木
俑
で
、
桃
の
木
で
つ
く
っ
た
も
の
も
あ
る
(長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
)
。
桃
は
悪
霊
ば
ら
い
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
草
俑
の
出
土
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
「蒲
草
を
束
ね
て
体
と
四
肢
を
作
る
。
長
さ
約
三
九
㎝
」
(金
子
裕
之
「
中
国
に
お
け
る
人
形
の
出
土
例
」
一
覧
表
、
一
九
九
三
年
)
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
草
俑
は
新
疆
ト
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ナ
三
〇
二
墓
(A
・
D
六
五
三
年
)
(「
文
物
」
一
九
六
〇
年
六
月
)
出
土
の
も
の
。
お
そ
ら
く
端
午
に
も
ち
い
る
蒲
人
で
あ
ろ
う
。
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「楚
人
、
午
の
日
、
蒲
人
・
艾
人
を
門
に
懸
け
、
以
て
毒
気
を
禳
う
。
陳
章
に
艾
人
賦
有
り
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
の
蒲
は
菖
蒲
と
さ
れ
る
。
ト
ル
フ
ァ
ン
あ
た
り
で
菖
蒲
が
産
出
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
も
し
中
国
の
別
の
地
域
で
作
ら
れ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
た
と
す
れ
ば
興
味
深
い
。
な
お
菖
蒲
で
蒲
剣
も
作
ら
れ
た
。
葉
の
先
が
尖
っ
て
い
る
こ
と
で
魔
除
け
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
艾
人
は
、
よ
も
ぎ
で
あ
る
。
菖
蒲
・
艾
は
日
本
で
も
端
午
の
節
句
に
使
わ
れ
る
。
(18
)
『
列
仙
伝
』
は
前
漢
、
劉
向
撰
と
記
さ
れ
る
が
、
現
在
で
は
後
漢
頃
の
172
〈茅〉 について
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
平
木
康
平
・
大
形
徹
『列
仙
伝
』
、
角
川
書
店
、
鑑
賞
中
国
の
古
典
、
一
九
八
八
年
、
一
五
一
頁
参
照
。
(
19
)
讃
の
作
者
は
晋
、
郭
元
祖
と
推
定
さ
れ
る
。
前
掲
『
列
仙
伝
』
一
五
二
～
一
五
三
頁
。
(
20
)
『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、
ひ
め
じ
ょ
お
ん
・
や
な
ぎ
ば
ひ
め
ぎ
く
・
よ
も
ぎ
の
一
。
(
21
)
椎
葉
ク
ニ
子
『
お
ば
あ
さ
ん
の
植
物
図
鑑
』
葦
書
房
、
一
九
九
五
年
。
(
2
)
艾
も
ま
た
悪
霊
除
け
と
さ
れ
る
。
注
(17
)
の
艾
人
参
照
。
ア
イ
ヌ
の
民
俗
に
も
ヨ
モ
ギ
の
人
形
が
あ
り
、
悪
霊
除
け
の
呪
術
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
「
ヨ
モ
ギ
の
茎
を
束
ね
て
頭
、
胴
、
手
足
を
つ
く
り
、
足
に
柳
の
棒
を
挿
し
て
心
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
手
に
は
槍
、
腰
に
は
太
刀
を
は
か
せ
て
削
花
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
神
は
と
て
も
丁
重
に
扱
わ
れ
て
い
て
…
(近
藤
米
吉
編
著
、
『
続
植
物
と
神
話
』
、
雪
華
社
、
一
九
七
四
年
、
二
六
二
頁
)
」
。
(23
)
佐
々
木
哲
哉
ほ
か
『
九
州
の
民
間
信
仰
』
、
明
玄
書
房
、
一
九
七
三
年
、
三
三
七
頁
、
ナ
ゴ
ッ
サ
ア
。
(24
)
大
間
知
篤
三
ほ
か
編
『
民
俗
の
事
典
』
、
光
明
社
、
一
九
七
二
年
、
二
七
四
～
二
七
五
頁
。
(25
)
同
二
五
五
頁
。
(26
)
蛇
は
霊
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
「
蛇
と
悪
霊
の
関
係
に
つ
い
て
」
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
創
刊
号
、
出
土
資
料
研
究
会
、
一
九
九
七
年
、
参
照
。
(27
)
前
掲
『
民
俗
の
事
典
』
二
五
五
頁
。
(
28
)
拙
稿
「疫
鬼
に
つ
い
て
」
『人
文
学
論
集
』
第
一
六
集
、
一
九
九
八
年
、
参
照
。
(
29
)
大
塚
民
俗
学
会
『
日
本
民
俗
事
典
』
、
弘
文
堂
、
一
九
七
二
年
、
五
一
八
頁
、
な
ご
し
。
(30
)
大
阪
府
立
大
学
、
経
済
学
部
一
年
生
、
蔡
暁
曄
さ
ん
よ
り
聞
い
た
話
。
(31
)
支
那
民
俗
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年
、
巻
一
、
四
〇
〇
頁
。
(32
)
梁
、
宗
懍
撰
。
『叢
書
集
成
新
編
』
所
収
、
『宝
顔
堂
訂
正
荊
楚
歳
時
記
』
に
よ
る
。
な
お
守
屋
美
都
雄
訳
注
、
布
目
潮
楓
補
訂
『
荊
楚
歳
時
記
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
八
年
、
を
参
照
し
た
。
(3
)
前
掲
、
宝
顔
堂
訂
正
本
で
は
「
頭
」
の
文
字
が
な
い
。
東
洋
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
(34
)
前
掲
、
東
洋
文
庫
一
六
四
頁
に
紹
介
。
(35
)
『太
平
御
覧
』
巻
三
一
所
引
。
(36
)
懐
椒
精
而
要
之
[注
]
、
精
、
精
米
、
所
以
享
神
。
(37
)
凡
鵲
山
之
首
、
精
用
徐
米
。
(38
)
後
世
、
竹
筒
に
米
を
入
れ
て
、
煮
た
り
蒸
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
筆
者
が
一
九
八
四
年
に
西
双
版
納
を
訪
れ
た
時
、
少
数
民
族
(
タ
イ
族
)
の
食
事
と
し
て
、
竹
筒
に
入
れ
て
蒸
さ
れ
た
モ
チ
ゴ
メ
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
(39
)
楝
の
葉
は
頭
に
挿
す
こ
と
も
あ
り
、
五
色
の
糸
は
臂
に
か
け
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
の
場
合
は
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。
(04
)
後
釉
既
、
曹
以田
心
加鵬
著
。
(
41
)
『
風
土
記
』
は
晋
の
周
処
撰
で
、
こ
こ
は
『風
土
記
』
注
と
さ
れ
る
が
、
『
太
平
御
覧
』
の
引
用
文
で
は
注
の
文
字
が
無
く
、
『
風
土
記
』
の
正
文
だ
と
さ
れ
る
。
(
42
)
原
文
は
「俗
先
以
二
節
一
日
」
。
こ
の
ま
ま
で
は
読
み
下
せ
な
い
。
繆
啓
愉
校
釈
『
斉
民
要
術
』
は
「
俗
先
此
二
節
一
日
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
173
と
す
る
。
隋
、
杜
台
卿
『
玉
燭
宝
典
』
も
「
先
此
二
節
一
日
」
に
つ
く
る
た
め
、
し
ば
ら
く
そ
の
解
釈
に
従
う
。
(
43
)
漢
、
崔
寔
撰
『
四
民
月
令
』
に
「
冬
至
之
日
、
薦
黍
樵
、
先
薦
元
冥
、
以
及
祖
禰
」
。
(
4
)
檜
垣
元
吉
ほ
か
『
九
州
の
衣
と
食
』
、
明
玄
圭
旦
房
、
一
九
七
四
年
、
宮
崎
県
、
六
、
地
方
特
有
の
食
物
、
ω
あ
く
ま
き
、
三
二
五
頁
参
照
。
ほ
か
に
た
と
え
ば
濁
り
酒
を
清
ま
せ
る
な
ど
、
不
純
物
を
吸
着
さ
せ
て
と
り
の
ぞ
く
た
め
に
も
灰
汁
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
(
45
)
白
川
静
『字
統
』
、
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
、
五
三
九
頁
、
雙
参
照
。
(
46
)
『
日
本
の
伝
説
』
「
片
目
の
魚
」
新
潮
社
、
一
九
七
七
年
、
六
六
頁
に
「美
濃
の
太
田
で
は
、
氏
神
の
加
茂
県
主
神
社
の
神
様
が
お
嫌
い
に
な
る
と
い
っ
て
、
五
月
の
節
句
に
も
、
も
と
は
粽
を
作
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
昔
、
加
茂
様
が
馬
に
乗
っ
て
、
戦
い
に
行
か
れ
た
時
に
、
馬
か
ら
落
ち
て
薄
の
葉
で
眼
を
お
突
き
な
さ
れ
た
。
そ
れ
故
に
氏
子
は
そ
の
葉
を
忌
ん
で
、
用
い
な
い
の
だ
と
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
(郷
土
研
究
四
編
。
岐
阜
県
加
茂
郡
太
田
町
)
」
。
(
47
)
前
掲
『
民
俗
の
事
典
』
一
二
〇
頁
、
粽
。
(
48
)
(23
)
に
同
じ
。
(
49
)
民
俗
学
研
究
所
『年
中
行
事
図
説
』
、
岩
崎
書
店
、
一
九
五
三
年
、
一
四
六
頁
。
(
50
)
田
中
静
一
ほ
か
編
『中
国
食
物
事
典
』
、
柴
田
書
店
、
一
九
九
一
年
、
五
七
一
頁
。
(
51
)
(23
)
に
同
じ
。
(
52
)
(23
)
に
同
じ
。
(
53
)
清
水
桂
一
編
『
た
べ
も
の
語
源
辞
典
』
、
東
京
堂
出
版
、
一
四
三
頁
。
(54
)
前
掲
拙
稿
「蛇
と
悪
霊
の
関
係
に
つ
い
て
」
参
照
。
(5
)
『古
事
類
苑
』
歳
時
部
十
六
、
五
月
五
日
、
柏
餅
所
引
。
(56
)
前
掲
『
た
べ
も
の
語
源
辞
典
』
一
四
三
頁
。
(57
)
拙
稿
「
二
つ
の
病
因
論
-
鬼
と
気
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
日
本
経
絡
学
会
誌
第
二
一二
巻
第
三
号
、
一
九
九
七
年
、
参
照
。
(58
)
『
日
本
歳
時
記
』
四
、
五
月
、
『古
事
類
苑
』
歳
時
部
十
六
、
五
月
五
日
所
収
。
(59
)
拙
文
「
二
条
大
路
木
簡
の
呪
文
」
『木
簡
研
究
』
第
一
八
号
、
一
九
九
六
年
、
二
四
六
頁
、
参
照
。
(60
)
前
掲
『
た
べ
も
の
語
源
辞
典
』
一
四
四
頁
。
(61
)
『諸
国
図
会
年
中
行
事
大
成
』
三
下
、
五
月
、
『古
事
類
苑
』
歳
時
部
所
収
。
(62
)
大
阪
府
立
大
学
農
学
部
、
山
口
裕
文
教
授
の
意
見
。
(63
)
黒
坂
勝
美
編
、
『
日
本
書
紀
』
上
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
四
三
年
、
五
七
頁
。
(64
)
前
掲
『
日
本
書
紀
』
注
四
六
。
(65
)
『西
米
良
村
史
』
、
年
中
行
事
。
(6
)
『漢
書
』
郊
祀
志
上
、
顔
師
古
注
所
引
張
晏
。
.
(67
)
上
山
春
平
『
照
葉
樹
林
文
化
』
、
中
公
新
書
、
一
九
六
九
年
、
は
し
が
き
参
照
。
補
記
、
萩
原
秀
三
郎
『稲
と
鳥
と
太
陽
の
道
』
大
修
館
、
一
九
九
六
年
、
が
チ
ガ
ヤ
を
稲
作
と
の
関
連
で
詳
細
に
考
察
し
て
い
る
。
拙
稿
と
は
観
点
が
異
る
が
、
興
味
深
い
論
考
で
あ
る
。
174
〈茅〉 につ いて
※
本
稿
は
一
九
九
六
年
度
日
本
生
命
財
団
研
究
助
成
「照
葉
樹
林
に
お
け
る
伝
統
的
農
村
の
も
つ
環
境
保
全
機
能
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
175
